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基研モ レキュ ール型研究会 ｢進化の 力学への場の推論的 アプ ローチ ｣報告
(1989年 8月22日受理)
標記のモ レキュール型研究計画 における研究会 は ,1989年 1月18日か ら1月20日にか け
ての3日間 ,京都大学基礎物理学研究所で開催 され た.
.ミクロ/マクロ,可逆/不可逆 ,反復法則/非反復進化過程 の問の相'寿.i_;行を統一的
に制御す る理論的手法を求めて1986年か ら始 まったこの企画 も,これで 3回目になる .
過去 2回の研究会で得 られ た交流の成 果を踏 まえ,よりtechnicalな レベ ルで力学系 と
散逸系の間の相互移行に関する方法論的深化 を目指 して ,今 回はモ レキュ-)I,の形で研
究会企画 を継続 させ ることにな った.
論 じられたテ ーマは ,有限多体系での散逸件発生機梢へのapproachとして,非線型相
杏_作用の分岐 とrelevant変数の交替を記述す る理論的枠組及び量子 カオ スとの関連の議
請,))学系か ら散逸系への移行におけるtimescalechangeの階層的構造 をKirkvoodの
tizDe-SmOOthingの視点か ら見直す議論 ,tr-an/sverselsingnlodelへの森の連分数の方法
の適用 ,量子論的ランジュヴァン力学 ,複数の相互作用の競合 下に出現す るdevil's
staircaseの問題等 に続 いて,童子通倍増論 ･非可換確率論の立場か ら貴子系のエ ン ト
ロピー概念 とフラクタル次元との関連 ,量子符号化の関越 ,非線型光学 における新 しい
豊子測定限界等が論 じられ た.観測理論に関 しては ,その確率解釈の理論的出自を問 う
議論や ,マクロ系の皇子力学一般 との繋が りが論 じられ , ｢宇宙の波動関数 ｣ と結んだ
宇宙論の文脈 では,Wigner関数 を用いた量子重力の再定式化 ,Cole恥nの ワームホ- )i,
解 に基づ く宇宙定数 ･自然定数一般の決定機構を巡 る議論が な され た.宇宙論における
散逸惟 と構造形成の関わ りを,inflationと確率過程の立場か ら扱 う試み も話された.
碧に,今 回は 《観測理論 ･童子情報論 ･不可逆性 ･進化 を巡 る問題点 と将 来展望.に関す
るfreediscussion》とい う形で問題提起 とそれを巡る討論の機会を 2日にわたって設
けた.特 に,その中で問酋提起 と して話され た大矢氏の講演 r分子進化 とDPEIatChing｣
は ,分子進化の系統損解明のためのDNA塩基配列の比較 に際 して,相 互エ ン トロピーの
概念を巧みに用いた興味深いお.論で ,参加者の大 きな関心 を集めた.
尚 ,再び通常の形式に戻 した研 究会 を1989年度後期に予定 してい ますので ,興味をお
持 ちの 方々か らの暖かい御援助 ･御参加を/頂 ければ大変幸甚です .
最後 に,今回もまた報告集の刊行が 大幅 に遅れ ,早 くか ら原稿をお寄せ 下さった講演
者の方 々兆び にこの報告集 に期待をお寄せ 下さった読者の方 々には ,多大の御迷惑をお
掛 けしましたことを心か らお詫び申上 げる次第です .
モ レキュールメンバ ー (50音順 .) :一柳正和 ,大矢雅 糾 ,小滞正直 ,小嶋 泉 ,
香取呉理 ,川村摘 ,小玉英雄 ,阪上雅昭 ,坂出文彦 ,佐 々木節 ,鈴木増雄 ,都築
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-プログラム-
1月 18日 (水 )
*坂田文彦 (東大核研 )
都築俊夫 (東北大理 )I
佐 々木一夫 (東北大工 )







李 燦 (名大理 ) :Exactdynanicalbehaviornearthecriticalpointinthe
transverselsingmodel
1月 19日 (木 )
巧渡辺 昇 (束理大理工 ) :量子符号化 を用 いた変調方式の効率 に関す る幾つか の
不等式
大矢雅則 (東理大理工 ) :量子系のエ ン トロピー とフラ クタル次元
広 田 修 (玉川大工 ) :新 しい量子測定限界
福田礼次郎 (慶大理工 ) :マ クロ系の量子力学 とその周辺
牧 二郎 (京大基研 ) :量子力学 にお ける測定 と観測の理論 について
《観測理論 ･量子情報論 ･不可逆性 ･進化を巡 る問満点 と将来展望 に関す る
freediscussion》
小嶋 泉 (京大数研 ) :Instru血entの概念 と無限自由度量子系
大矢雅則 :分子進化 とDPnatching十)
粟屋か よ子 (暁学圃短 大 ) :観測問題へのコメ ン ト
観測理論について :福田礼次郎 ,牧 二郎
1月 20日 (金 )
森川雅博 (京大理 ) :宇宙定数(A)の力学 と宇宙のdecoherence
*細谷暁夫 (広 大理論研 ) :BigFixと宇宙の波動関数
小玉英雄 (京大養 ) :宇宙の ウイグナ-関数
佐々末節 (広大理論研 ) :StochasticdynaJIicsofinflation
《観測理論 ･量子情報論 ･不可逆性を巡.る問題 点 と将来展望に関する
freediscu-ssion(続 き)港
*長谷川洋 (京大理 ) :量子 カオスに関するコメン ト
I) この報告集 には収録 していないので ,興味をお持ちの方は , F数理科学 』19的年 8
月号に掲載 され た内容紹介 とその末尾文献や ,その後発表 され た次の論文等を参照 して
頂 きたい : X.Ohya,TheTransactionsoftheIEICE,旦!呈,556(1989).
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